
野球が大好きな子供達へ・入団募集中！ 逞しい青少年育成に全力で取り組む、NPO法人小山ボーイズ球団
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小藤投手

直井の果敢な走塁

飄々と、門屋投手

服部・センター前へ

土井投手・良さそうですね
試合前のノック

食べてる時が最高！！



春
で
す
か
ら
、
明
る
い
話
題
か
ら
行
き
ま

し
ょ
う
。
今
年
も
活
き
活
き
と
し
た
ヤ
ル
気

の
あ
る
選
手
が
入
団
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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以
上
、
二
十
三
名
が
毎
日
少
し
づ
つ
努
力

す
る
こ
と
を
覚
え
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、

良
き
仲
間
と
し
て
、
心
身
共
に
大
き
く
成
長

す
る
よ
う
に
、
球
団
は
応
援
し
続
け
ま
す
。

小
山
ボ
ー
イ
ズ
に
入
団
し
て
良
か
っ
た
と

言
え
る
よ
う
に
、
精
一
杯
が
ん
ば
ろ
う
。

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
東
北
地

方
を
は
じ
め
、
被
災
地
と
な
っ
た
皆
様
に
心

よ
り
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
月
十
一
日
、
小
山
市
で
は
震
度
５
強
の

地
震
で
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
「
す
ぐ
に

お
さ
ま
る
よ
。
」
と
心
の
中
で
は
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
地
は
揺
れ
、
建
物
に
は

大
き
な
ヒ
ビ
が
入
り
、
大
停
電
は
信
号
機
を

停
止
さ
せ
、
道
路
は
大
渋
滞
、
辺
り
は
真
っ

暗
で
、
非
常
用
電
源
が
燃
料
不
足
に
陥
る
も
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
機
能
せ
ず
。
新
幹
線

が
停
止
し
た
影
響
で
、
避
難
者
は
後
を
絶
た

ず
。
そ
れ
は
、
あ
っ
と
言
う
間
の
出
来
事
だ
っ

た
。
私
が
テ
レ
ビ
で
凄
ま
じ
い
災
害
だ
と
知
っ

た
の
は
２
２
時
頃
。
避
難
者
支
援
の
た
め
、

そ
の
夜
は
車
中
で
の
仮
眠
で
し
た
・
・
・
・
。

野
球
の
練
習
は
、
も
ち
ろ
ん
自
粛
で
す
。

土
日
は
多
少
動
き
ま
し
た
が
、
照
明
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
。
す
ぐ
に
春
休
み
で
し
た
の

で
、
我
慢
で
き
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

小
山
ボ
ー
イ
ズ
も
救
援
物
資
を
集
め
よ
う

と
、
震
災
の
数
週
間
後
で
す
が
動
き
だ
し
て
、

団
ボ
ー
ル
で
５
０
箱
ほ
ど
、
東
北
の
菅
田
支

部
長
の
所
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
菅
田
支
部
長
と
竹
村
渉
外
部
長
（
小
山
）

５
月
の
連
休
に
は
、
い
わ
き
ボ
ー
イ
ズ
と

合
同
合
宿
を
張
り
ま
し
た
。
目
一
杯
野
球
を

や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
よ
り
も
、
中
学
生
同

士
の
交
流
が
で
き
て
、
活
気
が
あ
れ
ば
そ
れ

で
い
い
と
思
い
ま
す
。
い
わ
き
野
田
・
小
山

新
島
の
両
監
督
の
つ
な
が
り
で
実
現
し
、
横

浜
瀬
谷
の
杉
山
監
督
が
合
流
し
、
賑
や
か
な

合
宿
が
出
来
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
す
。

い
わ
き
ボ
ー
イ
ズ
に
は
、
未
だ
に
体
育
館

で
避
難
生
活
を
お
く
る
選
手
も
い
て
、
今
回

も
３
チ
ー
ム
雑
魚
寝
状
態
で
す
が
、
よ
い
思

い
出
に
な
っ
た
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

強
面
の
野
田
監
督
の
表
情
に
も
「
心
か
ら

あ
り
が
と
う
」
と
い
う
も
の
が
伺
え
、
カ
ッ

コ
イ
イ
言
葉
な
ど
全
く
い
ら
な
い
素
晴
ら
し

い
交
流
に
な
っ
た
の
で
は
と
満
足
し
て
い
ま

す
。
小
山
ボ
ー
イ
ズ
と
し
て
は
、
関
東
ボ
ー

イ
ズ
リ
ー
グ

大
会
を
早
々

と
終
戦
し
、

チ
ー
ム
事
情

と
し
て
は
、

重
苦
し
い
雰

囲
気
の
中
で

力
を
出
し
て

く
れ
た
の
が

父
兄
の
皆
さ

ん
の
一
致
団

結
し
た
力
で

し
た
。
感
謝

感
謝
の
連
休

で
し
た
。

Never give up your Dream・・あきらめない気持ちが未来を変える
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東日本大震災に負けるな！心機一転・行くぞ全国！
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地域に愛され、子供達に愛されるチームを目指します。２０１１年も活発に動き、最少経費で最高の満足感を！

小山ボーイズ公式ホームページ 練習や試合を映像で! 小山ボーイズの全てがわかるよ!
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ストライクはストライクゾーンをボールが通過したも

のですが、経験では全部がそうとも限りません。際ど

いところの取り捨てが大きな問題にもなります。

元々ストライクとは「打つ」という意味で、打てる

球を打者が見逃したとき、審判が「打て」と言ったも

のがストライクだったそうです。現実的には「これは

打てない」というストライクもあります。

ストライクゾーンというものは、それぞれのアンパ

イアが自分なりに、形として持っているのではないで

しょうか。

ただ、あくまでも球場があって、審判員がいないと

どんなに監督と選手が野球をしたくてもできません。

ですから審判員には、権限と責任があるのです。

ストライクゾーンを通る球がストライクと判定され

試合は進行しますが、打てそうな球はどんどん打てば

審判に苦労をかけることがなくなります。

しかし、問題はフォアボールというルールです。こ

れは人間心理をうまくついたルールですね。バットを

振らずして進塁できるというものですが、これが審判

を苦しめ、作戦を巧みなものにしていると言っても過

言ではありません。時として選手の考えているストラ

イクゾーンとアンパイアのストライクゾーンは同じで

はない。カウント２－３は打者は楽して一塁にいける

かどうかの瀬戸際、ボール球に手を出して三振するも

のなら、監督に怒鳴られるし、投手はストライクを投

げたいが打たれそうな気がするということですが、基

本的にはシンプルに、打てるボールは打ちましょう。

どんどん打ってください。投手は切れのよい球をリズ

ムよく投げれば良いこと。捕手は投手に気分よく、リ

ズムのよいリードをすればよい。そうすれば審判も、

気分よく的確なジャッジができるというものです。

あまり気分よく行き過ぎて困らないように、特に捕

手は気をつけて際どいところに投げさせるべきですか。

「文武両道」 好評！学習塾を併設。逞しい青少年育成に全力で取り組む、NPO法人小山ボーイズ球団
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石川スポーツ
TEL 0282－24－3161

専門スタッフが心からア

ドバイスをします。

旅行のことなら、
たび倶楽部

感動との出会い
たび倶楽部

海外旅行～日帰り旅行

ご相談はたび倶楽部
TEL 0282－62－2813

小山ブランド

おとん弁当
＜炭火焼肉 ６００円＞

これは美味い！

話題沸騰中！

TEL&FAX 0285-23-5329

ＬＰガスＨＯＴライン
本社（小山市出井）

０２８５－３０－１０１１

下野支店
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（株）トチネン



少年野球の指導者は、基本的に「子ども好き」「野

球好き」であることに間違いない。そうでなければ、

無報酬で毎日の貴重な時間を少年野球に費やすことな

どできません。

チーム力が上がる要員として、指導者が「この子は

伸びる」という期待や信念を持ち続けて接していると、

子どもたちはよく伸びるといわれています。成長のス

ピードには違いはありますが、中学生は必ず上達でき

る世代ですから、指導者が、子どもたちの可能性を信

じることによって生まれる効果は大きいと考えます。

期待や暗示の効果を利用することは絶対に必要です。

選手たちにも、高い目標を設定させ、高い意識で毎

日の練習に取り組むことが重要です。能力の違いは簡

単に埋まるものではありませんが、意識の差はその気

になればその瞬間から詰めていくことができます。自

らやろうとすれば、必ず良い結果しか生まれないとい

うことです。

我々の活動なら、中高一貫の６年間というスパンで

育成するという考え方が、指導者にも親にも必要だと

思います。焦る必要はないですから、子供の成長にあ

わせた期待をして欲しい。なぜなら、子どもたちは未

完成な存在であり、今はできなくても、時間がたてば

できるようになる存在だからです。

試合に出る出ない、活躍するしないで一喜一憂する

ことは、応援者としては気になるところですが、焦ら

ずに子供の成長を見守っていただきたいと思います。

活動の基本から言えば、「できる子」と「できない

子」を区別するのではなく、できない事をどれくらい

やろうとしているかで評価することが大切です。また

選手自身も、どのような努力をして、どれだけ上達し

たのかを、実感できれば良いことだと思っています。

ボーイズでの３年間を土台作りと考えて練習に励ん

で、高校の３年間で花開いて欲しいものです。

野球の魅力は、遠くに投げる・遠くに飛ばす・速い

球を投げられるようになることですから。基本的な動

きを繰り返して練習し、野球人としての体を作ること

です。大人の目をあまり気にせずに自らが思う存分動

くことだと感じています。団体行動としての規範を守っ

て、真剣に取り組む中で、野球も団体行動も積極的に

ミスを連発してもらわないと本人が覚えないというこ

とになるのです。これは注意・指導を受けるという事

で、「お前は駄目なんだ」と怒られている訳ではない。

特にグランドでの勉強は、チームメイトが注意され

ている姿やプレーしている動き・グランド整備や道具

の準備などを見て、自分も「あうしよう」「こうしよ

う」と思う事が勉強と言えます。特に意識の高い先輩

たちの練習態度を見ることです。

肝心なことは、野球は失敗の多いスポーツなので、

指導の中で結果を欲しがる余り「駄目・駄目」が多す

ぎると、子供の主体性が失われ、自ら動く力を奪って

しまいます。子供たちは、達成感が欲しいことと自分

を認めてもらいたいのです。

少しでも、良いところがあったら「今のプレーは良

かったな」とタイミングよく誉められたり、良いアド

バイスをもらった時には、うれしくて頑張るようにな

ります。野球を「やらさている」という選手たちが、

自ら進んで「やっている」という姿勢に変わってくる

ことが実感できれば最高です。子供が好きですから。

炭水化物（糖質）・脂質・たんぱく質・ミネラル・ビ

タミンの5大栄養素が整った食事です。スポーツをする

うえで、5大栄養素にはそれぞれの役割がありますので、

どれも欠かさずバランスよく摂ることが大切です

ＧＯ!ＧＯ!
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小山ボーイズを応援する会

コラム 野 球 考 Ⅱ

体作りに、とにかく食べよう。


